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2tan  のとき  は鋭角であるから 
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y 軸上に頂点 A、 x軸上に頂点 Bを持ち、 2,1  CBBA である、 

第 1象限にある長方形 DCBA  を考える。 

このとき、 CB  が x軸となす角を とすると、  OAB であり、 

sinBO であるから、C の座標は
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C を原点中心に角 回転した点が、C であるから、C の座標は 
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(ii) 
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 とすると、 )sin(2),cos(   yx と表せるから、 

C は、楕円 1
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x 上を動く。C が動き得る範囲を調べる。 
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C が描く曲線は、楕円 1
4

2
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y
x の、右図の部分である。 
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